













た（ 『古事記』 、 『万葉集』 ） 。ただしその後の「谷蟆」は、 『高橋氏文』や「祈年の祭」の祝詞にその名を見いだせるものの、目立った信仰の対象となることはなかったようである。「蝦蟇」は通常「ガマ」 、 「蟇」は通常「ヒキ」と訓まれるが、これらの区別は厳密なものではない。日本では次第に、そのどちらもが、ガマやヒキと訓まれるようにな ていった。また「蟾蜍」 （センジョ）も日本ではガマ／ヒキと訓まれる。つまり、ガマ／ヒキは厳密に区別できる別種の生物を指す言葉では い。どちらも、現代日本の生物学で言うところの「ヒキ エル」のことであ関東地方では広く知られているように、茨城県筑波山の土産に「
蝦が
蟇ま
の油」なる軟膏状の薬がある。また、そ を売る際の大道芸「蝦蟇の油売り」と関わる見世物として 蝦蟇や、置物 どの土産物としてキャラクター化された蝦蟇も有名である。筆者は幼少期か の二十年弱 茨城県筑波郡／つくば市で過ごしたが、当地においてヒキガエルは主「ガマ」と呼ばれていた。以下においても、ガマ／ヒキに関してはこれを「蝦蟇」と記してガマと訓むこととしたい。
本稿では、分からないことの多い上代の「蝦蟇」イメージについて考
えるためのひとつの手がかり して、中国文献から 影響を踏まえた上で、日本における後世の諸資料を紐解いていく。そして、主とし 文化史的なアプローチから、上代文献に見られ 「蝦蟇」イメージへの逆照射を試みてみたい。
前近代の日本におけるイメージ上の「蝦蟇」は、ときに「谷蟆」のよ
うに神秘的なヴェールをまとうこともあったが、むしろ、不気味なもの、ユーモラスなものとして捉えられ ほうが多かった。たとえばそ
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化に持ち込んだものとしては 特撮における怪獣 造形を げるこ ができる。たとえば特撮TVドラマ 『ウルトラマン』 第一四話 （一九六六年）に登場した怪獣「 マクジラ」や、怪獣ブームに乗って日東科学が発売したオリジナルのプラモデ 「ガマロン」などのイメージに蝦蟇が使われているのを見出すこ ができるが、それらはやはり、どこかユーモラスなイメージを宿 ものである。
また、東映唯一の特撮怪獣映画『怪竜大決戦』 （一九六六年）は、後述













となり、大地に君臨しようとした。その夢はあえなく潰えたが、滅んでしまったが故に花開 たとも言え 後世の説話・伝承世界の中で、将門の夢物語は醒めることなく続 ていく。
将門が没して以降、現在の千葉県や茨城県などにおける在地の口頭伝















いた。すると若い公達や僧侶たちが晴明に向かって慇懃無礼な態度をとり、 「あなたは識神を使って人を殺せるか」という質問をしてきた 晴明がこれを肯定 公達は「では庭 蛙 殺して見せる に」と言った。晴明は「罪なことを仰るものだ」と言いつつ庭の草の葉を摘むと、口の中で呪文 唱えるようにして蛙 方へと投げた。する 、蛙の上に草の葉が乗ると見えるやいなや、蛙 潰れ 死んでしまった。僧侶らはこれを見て即座に色を失うと、晴明の験力を恐れた――という話
識神とは式神、すなわち陰陽師が用いる使役神のことである。これは、
























































により将門を窮地に追いやった愛妾 名は「桔梗の前 であった。桔梗の前は藤原秀郷の妹とも言われ、将門へ 信仰厚い茨城県の猿島や北相馬などの地域では、 桔梗を忌んでこ を植えないと う
（注
7）。 『帝都物語』







































なくとも日本においては 両者のイメージが っきりと区切ら ているわけではない。
ヒキガエルはアマガエルのように飛び跳ねることができない。地を這
うようにして歩く。それ以外の時 大概じっとしてい が そうかと思えば一瞬にして目の前の餌を口の中へ吸いこむ――ように見える。 だし実際には、長い舌を伸ばして餌を捕らえている。この不思議な しかしありふれた生き物は、すでに述べた通り、 きに神聖な存在としてときに不気味なものと 日本 人々 認識され きた
蝦蟇は、アマガエルなど跳躍を得意とする蛙の類と酷似した形状を持



























蝦蟇に関する怪談・奇談や俗信・俗説も散見される。よく知られたところでは、たとえば天保十二年（一八四一）刊、桃山人作・竹原春泉画『絵本百物語』 （ 『桃山人夜話』 ）に、 周防国の山中に棲み、 蛇を食う いう「周防の大蝦蟇」なる妖怪（当時は主に「化物」といった）の絵が収録されている。
一般的には蛇が蛙を食うのが常識であったが、逆に蛇を食う蛙がいる





























蟇の特徴として、人家の庭にも、深山にも出るこ をあげることができるだろう。縁の下に潜み 庭に現れる蝦蟇は当然のことながら相応の大きさでしかないが、深山に出るも は とてつ く大きな姿で語られる。この場合は、蝦蟇が山のヌシ的な役割をもっ 語られて のであろう。世間話で語られる大蝦蟇が、たびたび山中の巨岩に見立 られていることも、それが山と半ば一体化した存在であ ことを示してい 。
さて、今まで眺めてきた事例以外にも、蝦蟇や蛙に関する俗説や伝承



























































少々乱暴かつ、かなりの伝統を持った子どもの遊びである。これは、長い竹竿を振り回して、超音波を放って餌を捕ろ としている蝙蝠をかく乱しつつ打ち落とすと う、蝙蝠にとっては迷惑千万な遊びである。平成に入ってからも、地方ではまだ行われていると聞いたこ あるが、今はどうであろうか。『宇治拾遺物語』巻十二には、怪しい光り物を矢で射落としたところ、その正体 年老いた大きな「むささび」であ が 前近代には、光り物を打ち落としてみたところ、 る特定 生物だった、あるいは、奇妙な物質だ た、という説話・伝承の系譜がある。 『甲子夜話』に記録された空飛ぶ蝦蟇の世間話は、 蛙が持つ「跳ぶ」という特徴を、蝙蝠のような生物が空を「飛ぶ」こと 入れ替えたものであ こ だろう。空飛ぶ蝦蟇の世間話は、蛙は「跳べる」が「飛べない」ものであると












て知られる山であり、中世以降は修験道 行場としてのイメージも獲得している。 『常陸国風土記』が常陸に「常世の国」像を重ねたごとく、東国の中でも常陸自体に仙境のイメージが託さ ていたのであるが、さらに筑波山は、現世における る種の異空間としての意味を帯びた山であり続けたと言うことができよう。
近世の国学者、平田篤胤による『仙境異聞』は、常陸国の山中にある














サークルにとっては、ノンフィクションとしてのニュースであった。一方、フィ ション しての近世文芸において蝦蟇の妖術使い してのキャラクター造形を固め いく「自来也」を育て 蝦蟇仙人などもまた、中国から輸入された存在であった。
近世文芸における蝦蟇につい は 演劇や戯作など、すでに様々な方
































と蝦蟇とを結び付けた背景には、京伝による文化二年（一八〇五）刊の読本『桜姫全伝曙草紙』に登場する盗賊の「 丸」というキャラクターからの影響を認めることができ かもしれない。また京伝には、文化年（一八〇八）刊の合巻『敵討天竺徳兵衛』と う天徳ものもあ
感和亭鬼武『自来也説話』に続き、後続の児雷也ものが多く作られる
ことになるが、 『自 説話』 時点では、まだ筑波山は出てこない方、同年に刊行された山東京伝『善知安方忠義伝』には 筑波山と蝦蟇が登場する。平将門の遺児である平太郎（良門）と如月尼（滝夜叉姫）たちが蝦蟇の妖術を得る場所が、筑波山なのである。
のちに児雷也ものが作られていく中で児雷也・蝦蟇・筑波山というひ
















ここでは、 ①善知鳥の羽（ハネ）と「筑波峰」 （ツクバネ） 、 ②「羽を敷」
と敷波（シキナミ） 、③筑波という地名に含まれる 波」と海の「波」 、とがかけてある。近世随筆の考証記事などにも見受けられるよ に、もともと羽子板で羽の付いた玉を打ち合う「羽根突き」の別名を筑波峰にかけて「ツクバネ」というのであり、転じてこの遊戯に使わ 羽 付いた玉を ツクバネと言う
また、筑波嶺（筑波山）の名称に「波」が含まれることについては、









だが、同書の影響 受けた幕末から明治にかけての浮世絵の中では 説話上の将門 子たちと蝦蟇とが、同一画面上に描かれることになるのである。とくに良門には、 父将門の印象が色濃く刻印さ ている。ヴィジュアルによるイメージの固定化は重要である。なおかつ、読本 挿絵よりも浮世絵の影響力は大きかったも と考えられる。本稿前半で述べたような、将門と蝦蟇のイメージ上の結びつきは、実にこうした流れによって生じたものであった。
では、そうした浮世絵の具体例をあげていこう。芳幾画『百鬼夜行相




門が蝦蟇の妖術を使っている場面 。のみならず タイトルにわざわざ「将門太郎良門」と記されていることからも、こ 場面での良門には、多分に父・将門のイメージ 投影され いるも と思われる。
楳堂小国政『相馬旧御所』 （明治二六年）は、芳幾画『百鬼夜行相馬内




た。た えば『常陸国風土記』には土蜘蛛の類が頻出するが、それは、常陸が鄙であるが故のことでもあった。時代下って近世になると、江戸を中心に再構成さ た国家システムから見た「常陸」像が生じ 。上代から比べると、次第に都が北上してきたこと、また交通基盤の整備などにより、 「辺境の地」たる常陸は、都からかなり近いものとなった。
しかし、イメージの上では相変わらず国家の から見た「周縁」 、 「辺
境」という役割を背負わされていたようである。その分「常陸」は、上代から近世 至るまで、段段とその神秘性が薄れてい とは言え、異界としてのイメージを守り続けた土地だと言える。常陸は、常世の国という幻想に加え、東国の入り口という異界性、境界性を持ち合わせていた。そこに、神仙思想や修験道といっ 要素が加わっ こうした前提の上に、ときに筑波山には近世文芸におけるフィクショナルな「異世界」のイメージが託されることにもなったのであろう。
筑波山は、一方では東国の修験の山という辺境でありながら、もう一
方では霊的に江戸を守る徳川家 祈願所を構えて り 江戸と近しい関係にあった。仙童寅吉 、筑波山を含む常陸国の山々 行って修行していたというのも、このような文化的・宗教的背景と無関係ではなかろう。
これまで確認してきたように、日本文化史における蝦蟇には一周の聖
性が宿っていた。その聖性は、一方では薬――そ には中 由来 仙薬としてのイメージが重なっている――となって人々を癒し、また山間部や平野部の「地霊」として、土地を守る存在でもあった。
こうした一般的な「蝦蟇」知識を礎とした上 、近世文芸における展








すでに述べたように、 『万葉集』 、 『古事記』などにおいて蝦蟇は「谷蟆」


































































































大地の果てを超えた、海 向こうから来たものであったためであろう。蝦蟇は大地と一体とも言え イメージをその身 宿しているが、空を飛べず、海も泳げない
一方、一切の移動が不可能な久延毘古は、谷蟆と対でありつつも、海








知られることとなった。ただし、こうした、天空 向かうような蝦蟇のイメージは、知識としては日本に わった のの、少なくとも上代においては充分に消化されず、神話・伝承として血肉化されることもなかったようである。
ただし、だからといって谷蟆を 単 地を這いまわるが故の知恵者と
してのみ認識してしまって良いのであろうか。いや、おそら そう はあるまい。端的に言えば、谷蟆は「地の神」であると同時に、久延毘古と同様の「田の神」でもあったと考えられるのである。その理由は、田に棲んで地を飛び跳ねる「フロッグ」の類 地 潜み地を這いまわる「トード」の類との、日本におけるイメージの重層性にある。
まず、久延毘古が、一点に留まる案山子のイメージ 有していたと
うことは確かであろう。そして谷蟆は、久延毘古と対になる役割を持ちゆっくり 地上を移動す 者であった。そこまで よい。だが、谷蟆のイメージが蝦蟇であったとするならば、その背後には、自由に水陸を飛び回る数多の蛙たちの影を認めておくべきなの はないか。それらについての描写がないのはひとえに、ひとたび具体 な情報網 ついて記してしまえば、世界をめぐる知識につい 逆説的に構築された神話 してのインパクトが台無しになってしまうからである。
本稿でも繰り返し確認してきたように、日本においてアマガエルに代











修行していたという常陸国に関するものだと思われる。――飢饉の時には「地主祭」といって、蝦蟇を祀るべきだと い、何であっても田畑の作物の出来が悪いときには、この祭 行うという。 「地主」と う は、蝦蟇のことだそうだ――といった内容が、こ 短い文章からは汲み取れる。
ここからはひとまず、常陸国のある地域で、蝦蟇を祀って田畑の豊作
を祈っていたことが分かる。 だし 寅吉 言う には、江戸の知識人から得た知識や、常陸国で修行を行う修験者から得たらしき知識、自ら見聞きして得たであろう知識に加え、たび び彼の独創が含まれているようであり、そのまま在地の風習として無批判に信じることには問題が伴う。
しかしながら、そうした問題を認識した上でも、蝦蟇を「地主」とし、
またそれを祀ることによって田畑の不作 改善が望まれているというの記事は大変に興味深い。なんとなれば ここにおいての蝦蟇は土地神であると同時に、田畑の神でもある だ。
そうすると、谷蟆と久延毘古とが、一対の「知の神」の象徴として造







度な情報網を通じて世界中の情報を知ることが可能な現代社会のありうはどうだろうか。あるいは 「グーグルアース」 、 「グーグルマップ」 、 「グーグルストリートビュー」 ど、グーグル社の位置情報利用地図サ ビスを支えている、特殊カメラを背負って山道を歩くスタッフや、カメラを突き出した奇妙な形のグーグルカー さらには宇宙からの写真を撮影している人工衛星。
何かしらの方法に頼った「情報」の集積と、そうして集まる情報の中
心にいる誰か――。現在進行形の高度な情報社会についても、谷蟆と久延毘古は再考の機会を与えてくれているよう 。最も重要な点は、こうしてアクセス可能な世界の情報が、 あくま も「情報」なのであ て、決して「知性」とイコールではな 、ということであろうか。
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